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夏祭りスナップ写真
コンテスト

たくさんのご応募
ありがとうございました

今年で２回目となるこのコンテスト。たく
さんの素晴らしい作品が集まりました。惜し
くも選に漏れた作品で表紙を飾ります。
入選作品は８、９ページに掲載しています。
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障
害
者
「
支
援
費
制
度
」
・
国
民
年
金

2

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

平
成
15
年
４
月
か
ら

「
支し

援え

ん

費ひ

制
度
」が
始
ま
り
ま
す

こ
れ
ま
で
、
障
害
者
が
施
設
へ
の
入

所
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

利
用
を
希
望
し
た
時
は
、
相
談
を
受
け

た
市
が
、
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
そ
の

提
供
事
業
者
、
施
設
を
決
定
す
る
「
措そ

置ち

制
度
」
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
15
年
４
月
か
ら
、
全
国
一
斉
に
障
害
者
の
た
め
の

新
し
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
「
支
援
費
制
度
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

支 援 費 制 度 の し く み�

①支援費の�
　申し込み�

②支援費の決定�
　　　受給者証の交付�
　障害の程度や介護者の状況�
その他のサービス利用状況など�
により、決定します。�

⑤利用料の支払い�
　支援費を引いた差額�
を支払います。� ③

契
約
を
結
ぶ�

⑥支援費の請求�

⑦支援費の支払い�

④サービスの�
　提供�

利　用　者�

春　日　市� サービス提供�
事　業　者�

し
か
し
来
年
度
か
ら
は
、
あ
ら
か
じ

め
決
め
ら
れ
た
支
援
費
の
範
囲
内
で
障

害
者
自
ら
が
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
施

設
を
選
択
し
、
事
業
者
と
対
等
な
立
場

で
契
約
を
結
ん
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
の
が
「
支
援
費
制

度
」
で
す
。

こ
の
制
度
に
改
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

身
近
な
地
域
で
よ
り
利
用
者
自
身
に
合

っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
が
選
択
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
事
業
者
間
に
競
い
合
い
が
生
ま
れ
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
市
で
も
、
十
分
な
情
報
提
供

や
、
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

身
体
障
害
者

▽
身
体
障
害
者
更
生
施
設

▽
身
体
障
害
者
療
護
施
設

▽
身
体
障
害
者
授
産
施
設(

小
規
模
通

所
授
産
施
設
を
除
く)

▽
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

▽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

▽
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

知
的
障
害
者

▽
知
的
障
害
者
更
生
施
設

▽
知
的
障
害
者
授
産
施
設(

小
規
模
通

所
授
産
施
設
を
除
く)

▽
通
勤
寮

▽
心
身
障
害
者
福
祉
協
会
が
設
置
す
る

福
祉
施
設

▽
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

▽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

▽
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

▽
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

障
害
児

▽
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

▽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

▽
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

※

介
護
保
険
の
対
象
と
な
る
場
合
は
、

そ
ち
ら
を
優
先
し
ま
す
。

な
お
、
障
害
児
施
設
へ
の
入
所
や

補
装
具
・
日
常
生
活
用
具
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
利
用
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

平
成
14
年
４
月
か
ら
、
市
に
代
わ

っ
て
国
の
機
関(

社
会
保
険
庁)

が
、

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
事
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。

滞
納
や
納
め
忘
れ
が
あ
る
人
に
は
、

次
の
方
法
で
納
付
の
案
内
を
行
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

電
話
に
よ
る
納
付
の
案
内

国
か
ら
委
託
を
受
け
た
民
間
業
者

(

Ｎ
Ｔ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア
ク
ト

九
州)

が
、
電
話
で
納
付
案
内
を
行

い
ま
す
。

▽
時
間
は
、
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

で
す
。
休
日
に
電
話
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

▽
個
人
情
報
を
尋
ね
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
不
審
電
話
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

訪
問
に
よ
る
納
付
の
案
内

国
民
年
金
推
進
員
が
、
自
宅
に
お

伺
い
し
、
納
付
指
導
や
制
度
に
対
す

る
相
談
に
応
え
ま
す
。

▽
訪
問
の
際
に
は
、
必
ず
身
分
証
明

書
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

南
福
岡
社
会
保
険

事
務
所
国
民
年
金
係

1(

552)

６
１
１
１

こ
の
新
し
い
制
度
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
い
ず
れ
か
都

合
の
良
い
日
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

▽
10
月
27
日
a

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▽
10
月
30
日
d

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１

―
１
２
０)

視
聴
覚
室

※

サ
ー
ビ
ス
利
用
申
請
の
受
付

は
、
11
月
１
日
f
か
ら
市
高
齢
障

害
課
で
行
い
ま
す
。

（
高
齢
障
害
課
障
害
担
当
）

説
明
会
を
行
い
ま
す

「「「「
支支支支
援援援援
費費費費
制制制制
度度度度
」」」」とととと
はははは
・・・・
・・・・
・・・・

どどどど
うううう
変変変変
わわわわ
るるるる
のののの
？？？？

「「「「
支支支支
援援援援
費費費費
制制制制
度度度度
」」」」のののの
対対対対
象象象象
はははは
・・・・・・・・・・・・

国
民
年
金
保
険
料

納
付
の
案
内
が

変
わ
り
ま
す
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改修工事で位瀬公園多目的広場のフェンスを高くしたので、

10月から大人もソフトボ―ルができるようになりました。

利用には予約が必要です。

利用日時 毎週土・日曜日(第３日曜日を除く)

午前10時～午後２時

利用料金 １，０５０円(１時間あたり)

利用申込・問い合わせ先 市民スポ―ツセンタ―

1(571)３２３４

医
療
証
は
届
き
ま
し
た
か

医
療
保
険
制
度
の
変
更
に
伴
い
、

今
ま
で
使
っ
て
い
た
高
齢
者
医
療
受

給
者
証
と
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証

は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

次
に
該
当
す
る
人
に
、
新
し
い
医
療

証
を
郵
送
し
ま
し
た
。
も
し
、
ま
だ

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

○
高
齢
者
医
療
受
給
者
証

平
成
14
年
９
月
30
日
ま
で
に
68

歳
か
69
歳
に
な
っ
た
人
で
、
す
で

に
高
齢
者
医
療
受
給
者
証
を
持
っ

て
い
た
人

○
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

春
日
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
で
、
平
成
14
年
10

月
１
日
が
70
歳
の
誕
生
日
の
人

※

10
月
２
日
以
降
が
70
歳
の
誕

生
日
の
人
に
は
、
後
日
受
給
者

証
を
郵
送
し
ま
す
。

○
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証

平
成
14
年
９
月
１
日
ま
で
に
70

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
人(

一
定

の
障
害
を
持
ち
、
市
長
の
認
定
を

白
水
池
の
堤
防
が
老
朽
化
し

て
い
る
た
め
、
改
修
工
事
を
し

ま
す
。

工
事
期
間
中
、
周
辺
住
民
や

白
水
大
池
公
園
利
用
者
の
皆
さ

ん
に
は
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
散
歩
や
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
な
ど
で
堤
防
上
の
園
路
を
利

用
す
る
際
は
、
資
材
搬
入
な
ど

の
工
事
車
両
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

工
事
期
間

11
月
〜
平
成
16
年

３
月
末(

予
定)

工
事
内
容

堤
防
の
補
強

問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課

受
け
た
70
歳
未
満
の
人
を
含
む)

で
、
す
で
に
老
人
保
健
医
療
受
給

者
証
を
持
っ
て
い
る
人

※

平
成
14
年
９
月
２
日
か
ら
30

日
ま
で
の
間
に
70
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
人
で
、
ま
だ
老
人
保

健
医
療
受
給
者
証
を
持
っ
て
い

な
い
人
は
手
続
き
が
必
要
で
す

の
で
、
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

今
後
は
、
病
院
の
窓
口
で
、
新
し

い
受
給
者
証
と
保
険
証
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課

ソフトボ―ルを楽しみませんか
位瀬
く ら い せ

公園多目的広場(春日5-67)

白
水
池
の
堤
防
を
改
修
し
ま
す

平
成
16
年
３
月
末
ま
で

※

白
水
池
は
寛
文

か
ん
ぶ
ん

４(

１
６
６

４)

年
、
須
玖
村(

現
春
日
市
須

玖)

の
武
末

た
け
す
え

新
兵
衛

し

ん

べ

え

が
農
業
用
の

た
め
池
と
し
て
築
造
し
た
も
の

で
、
筑
前

ち
く
ぜ
ん

３
大
池
の
一
つ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
築
造
後

す
で
に
３
０
０
年
以
上
経
過
し

て
お
り
、
大
掛
か
り
な
改
修
は

今
回
が
初
め
て
で
す
。

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで
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昔から伝わる伝統行事を見てみま
せんか。
日時 10月20日a

午後１時～４時
場所 現人神社(那珂川町仲

なか

４３２)
内容
u流鏑馬

や ぶ さ め

u奉納相撲
問い合わせ先 那珂川町役場企画課

1(953)２２１１

現人
あら ひ と

神社のおくんち
日時 11月３日a

午前10時～午後４時
※ 雨天の場合は11月10日aに
延期します。
会場 位瀬

くらいせ

公園(春日５―67)
内容 uフリーマーケットu商工

店会による特売会u抽選会
問い合わせ先 春日南商工店会

(いけうち内装店)
1(571)０４２７

春日南商工店会 秋祭り｢きてんしゃい｣

つなごうネットフェスタ　～世界の国からこんにちは～
日
時
・
内
容

▽
11
月
２
日
g
〜
４
日
b

○
中
国
書
画
展

○
市
民
会
議
バ
ザ
ー

▽
11
月
３
日
a

○
国
際
交
流
茶
会(

留
学
生
が
お

茶
を
た
て
ま
す)

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

参
加
費
　
５
０
０
円

※
　
外
国
人
は
無
料
で
す
。

○
ブ
ー
タ
ン
映
画
上
映
『
ザ
・
カ

ッ
プ
　
夢
の
ア
ン
テ
ナ
』(

日

本
語
吹
替
版)

時
間
　
①
午
前
10
時
〜
②
午
後

１
時
〜

○
紙
ひ
こ
う
き
大
会(

自
分
で
折

っ
て
飛
ば
そ
う)

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

（
大
谷
６
―
24
）

※

会
場
で
、
海
外
の
恵
ま
れ
な
い

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
使
用
済

み
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
収
集
し
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
国
際
交
流
市
民

会
議
事
務
局(

地
域
づ
く
り

課
内)

日時 10月27日a 午前10時～午後３時
内容・会場
u環境保全のための取り組み紹介(リサイクル品の展示や
省エネルギー技術
の解説)・市役所１
階ロビー

u子どもエコクラブ
会員による学習発
表展・市役所208
会議室
問い合わせ先 環境

対策課環境計
画担当

秋のガレージセール｢環境フェア｣
日時・内容
11月３日A

uレッツ・ダンス(参加型着ぐるみショー）
午前11時～・午後１時～・２時～・３時～・４時～

uザリガニつり＆メダカすくい(１回100円）午前10時～
uちびっこぬりえ大会　午前10時～午後４時(４日も）
11月４日B

uスーパーウルトラ・サバイバルクイズ
午前11時30分～、午後１時30分～、午後３時～

u風船プレゼント　午前10時～(なくなり次第終了）
場所 グリーンピアなかがわ(那珂川町五ヶ山

ご か や ま

６４８）
問い合わせ先 グリーンピアなかがわ

1(953)３０３０

グリーンピアなかがわもみじまつり

家庭に眠っている不用品を持ち主に代わって
お売りします。なお、売れ残った不用品は、後
日返却します。
不用品市
日時 11月２日g～４日b 午前10時～午後

４時30分(４日は午後３時まで)
会場 ふれあい文化センター｢文化祭消費者展｣

会場(大谷６―24)
不用品の受け付け
不用品に(新品に限る)値札を付けて会場にお
持ちください。
日時 10月31日e・11月１日f

午前10時～午後３時
問い合わせ先 春日市消費者の会　伊藤

い と う

タキ子
こ

1(572)３９２７

不用品市 春日市消費者の会
日時 11月17日a 午前10時～午後４時
会場
uいきいきプラザ(昇町１―120)
u春日小学校(昇町１―142)
u福祉ぱれっと館(小倉３―242―１)
u白水大池公園(下白水209）
内容
uウォークフェスタu健康相談u食生
活改善コーナーu福祉劇uダンス交流
uこども広場uふれあい動物園など
※ 詳しくは、11月１日号の市報と一
緒に配布するチラシをご覧ください。
問い合わせ先 健康課

1(501)１１３４

いきいきフェスタ春日２００２
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11
月
24
日
A
の

30
周
年
記
念
事
業

イ
ベ
ン
ト
で
、
み

な
さ
ん
の
笑
顔
の

写
真
を
集
め
て
つ

く
る
オ
ブ
ジ
ェ
を

展
示
し
ま
す
。

あ
な
た
自
身
の
笑
顔
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や

大
好
き
な
あ
の
人
の
笑
顔
を
写
し
た
”
と
っ
て

お
き
の
写
真
“
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
。展

示
後
は
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
納
め
、
20
年

後
に
取
り
出
し
て
再
び
展
示
す
る
予
定
で
す
。

募
集
枚
数

３
０
０
枚(

応
募
先
着
順)

写
真
規
格

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
Ｌ
判
以
内

※
　
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
方
法

11
月
11
日
B(

必
着)

ま
で
に
郵
送

ま
た
は
直
接
窓
口
に
提
出
す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課

「
平
成
の
カ
メ
カ
ン
20
年
の
夢
」

と
っ
て
お
き
の
笑
顔
を
募
集
し
ま
す

私
た
ち
、「
地
域
の
元
気

げ

ん

き

仕
掛
人

し
か
け
に
ん

」
グ
ル
ー
プ
は
、
現
在

２
つ
の
事
業
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

○
わ
が
ま
ち
の
宝
物
紹
介

今
年
、
惣
利
地
区
に
誕
生
し
た
「
惣
利

そ

う

り

平
成
龍

へ
い
せ
い
り
ゅ
う(

じ
ゃ
お
ど

り)

」
を
、
11
月
24
日
A
に
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ス
プ

リ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
紹
介
し
ま
す
。
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
年
齢
層
の
出
演
者
が
、
心
通
わ
せ
て
、
躍
動
感

あ
ふ
れ
る
演
技
を
披
露
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

○
ま
ち
全
体
を
祝
30
周
年
で
彩
ろ
う

30
周
年
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み
そ
っ
じ
君
」
を

描
い
た
記
念
フ
ラ
ッ
グ
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
フ
ラ
ッ

グ
で
公
共
施
設
や
地
区
公
民
館
、
各
商
店
会
な
ど
を
飾
り

ま
す
。
さ
わ
や
か

な
秋
風
の
中
、
た

く
さ
ん
の
「
み
そ

っ
じ
君
」
と
一
緒

に
み
ん
な
で
市
制

30
周
年
を
祝
い
ま

し
ょ
う
。

「
燃
え
よ
！
ド
ラ
ゴ
ン
、

は
ば
た
け
！
み
そ
っ
じ
」

日時 11月３日a（雨天時は翌日に延期）

午前10時～午後３時(予定)

場所 花立山山ろく(小郡市城山公園内）

※ 西鉄小郡駅前から無料シャトルバスが

運行されます。

内容 u特産品の販売(とれたて野菜、観葉

植物、手作りみそ漬物など）u芋掘

りu子ども自然体験コーナー(自然の

材料を使った玩具づくりなど）

問い合わせ先 くろつち会館

1０９４２(73)２７６８

花立山
はな た て や ま

秋の収穫祭

星の観望会
日
時

11
月
９
日
g

午
後
８
時
〜
10
時

※

天
候
に
よ
っ
て
は
野
外
活

動
場
内
の
活
動
セ
ン
タ
ー
で

星
の
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

場
所

春
日
市
野
外
活
動
場
星

の
館(

大
野
城
市
牛
頸

う
し
く
び

２
３
７
４
―
２)

参
加
費

▽
高
校
生
以
上
　
２
０
０
円

▽
中
学
生
以
下
　
１
０
０
円

定
員

20
人
程
度(

申
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選)

※

中
学
生
以
下
の
参
加
は
保

護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

11
月
１
日
f
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ

ー
ツ
課

1(

571)

３
２
３
４

行楽の秋がやってきました。
市内外でさまざまな催しが企画
されています。家族やお友達を
誘って出かけてみませんか。

△昭和32年３月　春日原
ベース通り

井上孝治
い の う え こ う じ

写真展

｢あの頃、みんな
子どもだった｣

日程 11月24日A～12月８日A

場所 ふれあい文化センターギャ

ラリー(大谷６―24)

(市制30周年記念事業市民実行委

員会)

春
日
市
制
30
周
年
記
念
事
業

市
民
実
行
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
　
４



春
日
の
元
気
印
・
奴
国
物
語
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春
日
市
の
中
央
部
に
は
那
珂
川
町

の
観
音
山

か
ん
の
ん
や
ま

か
ら
続
く
丘
が
の
び
て
い

ま
す
。
現
在
は
住
宅
が
た
く
さ
ん
あ

っ
て
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
小
倉
地
区
や
岡
本
地
区
は
市
内

の
東
部
や
西
部
に
比
べ
る
と
少
し
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
丘
は
「
春か

す

日が

丘
陵

き
ゅ
う
り
ょ
う

」
と
よ
ば
れ
、
高
層
ビ
ル
が

無
か
っ
た
こ
ろ
は
、
こ
こ
か
ら
福
岡

平
野
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

春
日
丘
陵
は
「
弥
生

や

よ

い

銀
座

ぎ

ん

ざ

」
と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
弥
生
時
代
の
遺
跡
が
多

く
、
か
な
り
以
前
か
ら
貴
重
な
遺
物

が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。
春
日
丘

陵
の
弥
生
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
25
年
以
上
か
け
て
調
査
を
行
っ

た
結
果
、
最
近
で
は
い
ろ
い
ろ
な
事

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
50
年
代
、
春
日
市
教
育
委
員

会
に
よ
っ
て
本
格
的
な
発
掘
調
査
が

始
ま
っ
た
こ
ろ
は
、
大
谷

お
お
た
に

遺
跡
や
大お

お

南み
な
み

遺
跡
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
の

集
落
の
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
春
日
丘
陵
の
あ
ち
こ
ち

で
調
査
が
進
ん
で
い
く
と
、
遺
跡
の

様
子
が
だ
ん
だ
ん
は
っ
き
り
し
て
き

ま
し
た
。

弥
生
時
代
の
遺
跡
は
春
日
丘
陵
の

北
半
分
に
切
れ
間
な
く
続
い
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
の
で
す
。

ま
た
、
昭
和
60
年
代
に
な
る
と
さ

ら
に
新
し
い
発
見
が
続
き
ま
す
。
春

日
丘
陵
の
北
側
に
広
が
る
平
野
部
で
、

青
銅
器
や
ガ
ラ
ス
製
品
な
ど
を
生
産

し
て
い
た
工
房
跡
が
次
々
に
発
掘
さ

れ
、
そ
の
た
び
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
で

大
き
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
平

野
部
で
見
つ
か
っ
た
た
く
さ
ん
の
遺

跡
は
春
日
丘
陵
の
遺
跡
と
つ
な
が
っ

て
い
て
、
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
る
と
、
春

日
市
の
中
央
部
に
あ
る
遺
跡
群
の
範

囲
は
、
南
は
大
谷
小
学
校
あ
た
り
か

ら
、
北
は
日
の
出
ふ
れ
あ
い
公
園
付

近
ま
で
広
が
っ
て
い
て
、
南
北
約
２

㎞
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
遺
跡
群
は

「
須
玖

す

ぐ

岡
本

お
か
も
と

遺
跡
群

い
せ
き
ぐ
ん

」
ま
た
は
「
須
玖

す

ぐ

遺
跡
群

い
せ
き
ぐ
ん

」
と
呼
ば
れ
、
ひ
と
つ
の
大

き
な
遺
跡
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
須
玖

岡
本
遺
跡
群
は
全
国
的
に
み
て
も
最

大
級
の
弥
生
集
落
で
、
こ
こ
が
奴
国

の
中
心
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。(

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館)

5

今
年
の
夏
に
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
文

化
活
動
で
活
躍
し
た
、
春
日
市
内
の
小

中
学
生
を
紹
介
し
ま
す
。

(
敬
称
略)

中
学
校
体
育
連
盟
総
合
体
育
大
会

春
日
野
中
学
校

▽
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
県
大
会

ベ
ス
ト
８
位

▽
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
県
大
会

ベ
ス
ト
８
位

▽
武
内

た
け
う
ち

美
和

み

わ(

２
年)

県
大
会
水
泳
女
子

８
０
０
ｍ
自
由
形
３
位

▽
今
林

い
ま
ば
や
し

正
剛

ま
さ
た
か(

３
年)

県
大
会
陸
上
１
０

０
ｍ
・
２
０
０
ｍ
出
場

▽
林

は
や
し

智
昭

と
も
あ
き(

３
年)

県
大
会
陸
上
２
０

０
ｍ
出
場

▽
坂
本

さ
か
も
と

光
二

こ

う

じ(

２
年)

県
大
会
陸
上
１
０

０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
出
場

▽
佐
藤

さ

と

う

隆
太
郎

り
ゅ
う
た
ろ
う(

３
年)

県
大
会
柔
道
65

㎏
級
出
場

▽
大
川

お
お
か
わ

耕
平

こ
う
へ
い(

２
年)

県
大
会
体
操
あ
ん

馬
出
場

春
日
南
中
学
校

▽
堤

つ
つ
み

義
博

よ
し
ひ
ろ(

３
年)

県
大
会
陸
上
男
子

２
０
０
ｍ
走
出
場

▽
藤
井

ふ

じ

い

美
香

み

か(

２
年)

県
大
会
水
泳
女
子

50
ｍ
・
１
０
０
ｍ
自
由
形
出
場

春
日
東
中
学
校

▽
久
保

く

ぼ

智
恵

ち

え(

２
年)

県
大
会
走
り
幅
跳

び
出
場

▽
生
津

な

ま

つ

賢
一

け
ん
い
ち(

３
年)

県
大
会
走
り
幅
跳

び
出
場

▽
水
泳
部
男
子
団
体
県
大
会
水
泳
総
合

３
位

▽
水
泳
部
男
子
新
人
戦
県
大
会
総
合
５

位
・
４
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
４

位
・
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
５

位
▽
都
合

と

ご

う

祐
次
郎

ゆ
う
じ
ろ
う(

３
年)

・
濱
崎

は
ま
さ
き

篤
あ
つ
し

(

３
年)

・
吉
田

よ

し

だ

朋
央

と
も
ひ
さ(

２
年)

・
下
野

し

も

の

将
志

ま

さ

し(

２
年)

・
田
中

た

な

か

拓
馬

た

く

ま(

２
年)

・

日
高

ひ

だ

か

誠
大

ま

こ

と(

１
年)

・
県
大
会
水
泳
４

０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
優
勝
・
九
州

大
会
水
泳
４
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

優
勝
・
県
大
会
水
泳
４
０
０
ｍ
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー
４
位

第
４
回
節
水
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

春
日
野
中
学
校

▽
楠
田

く

す

だ

麻
衣

ま

い(

３
年)

水
道
企
業
公
団
総

裁
賞

ピ
テ
ィ
ナ
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

春
日
東
中
学
校

▽
小
井
塚

こ

い

づ

か

な
な
え(

２
年)

九
州
大
会
第

１
位
・
全
国
大
会
入
選

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

春
日
西
小
学
校

▽
柴
田

し

ば

た

拳
吾

け

ん

ご(

６
年)

水
泳
50
ｍ
背
泳
ぎ

17
位

全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

春
日
西
小
学
校

▽
吉
富

よ
し
と
み

啓
太

け

い

た(

４
年)

小
学
４
年
男
子
ベ

ス
ト
16

▽
大
宅

お

お

や

夏
海

な

つ

み(

４
年)

小
学
４
年
男
子
出

場
▽
金
堂

か
な
ど
う

礼み
ち(

４
年)

小
学
４
年
男
子
出

場
全
日
本
練
人
館
空
手
道
選
手
権
大
会

春
日
西
小
学
校

▽
田
中

た

な

か

竜
吾

り
ゅ
う
ご(

５
年)

福
岡
県
大
会
ベ
ス

ト
８

鶴
岡
一
人
記
念
野
球
大
会

日
の
出
小
学
校

▽
梅
木

う

め

き

涼
り
ょ
う(

６
年)

ベ
ス
ト
４(

九
州

選
抜
メ
ン
バ
ー)

福
岡
県
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▽
下
白
水
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
準
優
勝

西
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▽
小
倉
第
二
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
優
勝

全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▽
小
倉
第
二
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
福
岡

県
大
会
優
勝
・
全
国
大
会
３
位

全
国
最
大
規
模
の
集
落

須
玖
岡
本
遺
跡
群

△昭和54年　大谷遺跡



ト
ピ
ッ
ク
ス
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この日は、前日までの雨がうそのように晴れ

上がり、絶好の運動会日和となりました。子ど

もたちは、力を合わせて、練習の成果を精一杯、

競技や演技にぶつけました。

(広報レポーター　坂本
さかもと

八重子
や え こ

、野見山
の み や ま

啓子
け い こ

)

天神山小学校
正々堂々！輝け汗かけ　全力で

春日西小学校
力を合わせてベストをつくせ！

△大漁ソーラン節 △手作りの花笠で 花゙笠音頭゛

△ドキドキのバトンタッチ △フレーフレー西小！

△走れ！カウボーイ △新調したハッピでソーラン節

△一糸乱れぬ正確なダンス △コーナーを駆け抜けろ!!

△力強く　 よ゙さこい゛ △組体操2002 △親子で一緒に春日音頭 △おばあちゃん、この玉どうぞ

春日小学校　勝っても負けても　思い出作ろう　春日っ子
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特選「惣利平成龍 龍踊
じ ゃ お ど

り」 小野山
お の や ま

智佳廣
ち か ひ ろ

さん(惣利)

昨
年
に
引
き
続
き
実
施
し
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
。
今
年
は
79
点
も
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

ど
の
作
品
に
も
今
年
の
夏
祭
り
の
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
、「
春
日
ら
し
さ
」、「
祭
り
の
楽
し
さ
」
を
審
査
の
基
準

に
し
て
、
入
選
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
そ
の
入
選
作
品
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

「日の出町盆おどり大会子供みこし」

児濱
こ は ま

太
ふとし

さん(大和町)

入選（５点）

「盆綱引き」

原田
は ら だ

永年
な が と し

さん(小倉)

「ヨサコイ踊り」

深江
ふ か え

昭三
しょうぞう

さん(千歳)
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平田
ひ ら た

善積
よしずみ

さん(春日市郷土史研究会)
“非日常性”が祭りの第一の特徴でし

ょう。さらに“夏祭り”であれば“パワ
フル・心意気・カラフル”などの要素が
なければなりません。これがこのコンテ
ストの必要条件です。
なおかつ、“春日らしさ”“春日の誇り”

が伝わってきて、初めて入選の十分条件
がそろうと思います。
審査の間中、私の耳には花火の爆発音

や子どもたちの歓声が聞こえてくるよう
でした。寄せられた作品の迫力に圧倒さ
れたのでしょう。

寺崎
てらさき

直利
なおとし

さん(春日市郷土史研究会)
祭りは皆を楽しませてくれるものです

が、祭りの大事な機能としては、人々が
祭りのため共同で仕事をして連帯感を持
ち、より良い地域を形成することです。
特選作品は｢惣利｣という新しい地域を形
成しようとする強い息吹が感じられるも
のです。
多くの写真で、小さな子どもたちから

お年寄りまで、いきいきと祭りに参加し
ている様子がとらえられていて、思わず
微笑
ほほえみ

みました。
撮影者が祭りを温かくとらえようとす

る気持ちが作品に出ていて、選にもれた
作品も皆、紙一重でした。

井上
いのうえ

澄和
すみかず

春日市長
たくさんの応募作品から、写真の持つ

力を改めて実感しました。切り取られた
空間の中に、人々の声や花火の音まで聞
こえるような力作の数々が寄せられまし
た。
今年は市制30周年です。このコンテス

トのような取り組みを通じて、“春日”、
そして“地域”というものを、みなさん
が実感していただければ、幸いに思いま
す。

審 査 員 の 声

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
あ
ん
ど
ん

祭
り
を
は
じ
め
、
市
内
各
所
で
行
わ

れ
る
夏
祭
り
や
伝
統
祭
り
に
、
よ
り

多
く
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
交
流
を
深
め
て
も
ら
う
き
っ
か

け
に
な
る
よ
う
に
と
始
め
た
も
の
で

す
。予

想
を
上
回
る
応
募
が
あ
り
、
選

考
は
苦
労
し
ま
し
た
が
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
、
と
う

れ
し
い
悲
鳴
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

情
報
政
策
課
広
報
担
当)

「
花
火
大
会
」

山
口

や
ま
ぐ
ち

芳
洋

よ
し
ひ
ろ

さ
ん(

大
谷)

「
子
ど
も
み
こ
し
出
発
！
」

中
村

な
か
む
ら

伸
久

の
ぶ
ひ
さ

さ
ん(

春
日
公
園)

準特選「大輪爆発」 三角
み す み

時哉
と き や

さん(大谷)
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2002. 10. 15 市報かすが

大
谷
小
学
校
校
区
に
住
む
既
婚
女
性

の
み
な
さ
ん
、
一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ

ん
か
。

練
習
曜
日
・
場
所

▽
毎
週
火
曜
日
　
大
谷
小
学
校
体
育
館

(

大
谷
４
―
１)

▽
毎
週
金
曜
日
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
２
階
競
技
場(

大
谷
６
―
24)

時
間

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

問
い
合
わ
せ
先

宮
園

み
や
ぞ
の

1(

585)

９
０
７
３

高
校
生
以
下
の
人
を
対
象
に
、
毎
月

第
１
土
曜
日
に
温
水
プ
ー
ル
を
無
料
開

放
し
て
い
ま
す
。
学
校
週
５
日
制
で
で

き
た
ゆ
と
り
の
時
間
を
有
意
義
に
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

日
時

毎
月
第
１
土
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル(

大
谷
６
―
28)

※

「
一
人
２
時
間
以
内
」「
３
歳
未

満
は
利
用
で
き
な
い
」「
小
学
２
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
の
入
水
が
必

要
」「
全
員
水
泳
帽
子
を
着
用
す
る
」

な
ど
の
き
ま
り
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

915)

３
５
０
０

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人
か
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
会

員
を
対
象
に
し
た
大
会
で
す
。

日
時

11
月
３
日
A

午
前
９
時
15
分

〜(

受
付
　
午
前
９
時
〜)

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場(

大
谷
６
―
28)

種
目

▽
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス

(

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ク
ラ
ス)

▽
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス

(

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ク
ラ
ス)

※

参
加
者
数
に
よ
り
ク
ラ
ス
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費

１
種
目
あ
た
り
１，

０
０
０

円(

高
校
生
以
下
は
８
０
０
円)

申
込
方
法

10
月
21
日
B(

必
着)

ま
で

に
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢(

学
年)

、
性
別
、
電
話
番
号
、

出
場
種
目
、
ク
ラ
ス
を
書
い
て

送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

山
崎

や
ま
さ
き

幸
子

さ

ち

こ

(

〒
816
―
０
８
７
２
桜
ヶ
丘
３

―
73
―
１
―
８
０
１)

1(

571)

７
３
０
３

「
親
」
を
楽
し
む
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
も

不
要
で
す
。

日
時

11
月
２
日
G

午
後
１
時
〜
５
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

(

原
町
３
―
１
―
７)

内
容

▽
講
演
　
山
下
雅
彦

や
ま
し
た
ま
さ
ひ
こ

さ
ん(

九
州
東
海

大
学
教
授)

▽
朗
読
　
石
橋

い
し
ば
し

育
子

い

く

こ

さ
ん(

お
話
サ
ー

ク
ル
に
じ
い
ろ
の
た
ね)

▽
グ
ル
ー
プ
別
交
流
会

※

託
児(

一
人
３
０
０
円)

は
前
日
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
母
子
部

1(

584)

３
９
２
２

親
子
で
楽
し
め
る
子
育
て
支
援
の
催

し
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時

10
月
20
日
A

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

原
町
３

―
１
―
７
）

内
容

▽
子
ど
も
た
ち
の
表
現
の
舞
台
”
す
く

す
く
ラ
イ
ブ
“

▽
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
「
ミ
ス
タ
ー
Ｔ
Ａ

Ｋ
と
森
の
に
ぎ
や
か
音
楽
隊
」

▽
シ
ン
グ
ル
パ
パ
・
マ
マ
の
な
ん
で
も

ト
ー
ク
、サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
交
流
会
、

助
産
師
子
育
て
相
談
、
情
報
コ
ー
ナ

ー
▽
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
子
ど
も
市
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、お
も
ち
ゃ
病
院
、

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

す
く
す
く
フ
ェ
ス
タ

実
行
委
員
会
事
務
局

1(

582)

２
３
９
６

日
時

10
月
26
日
G

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

航
空
自
衛
隊
春
日
基
地(

原
町

３
―
１
―
１)

内
容

▽
祝
賀
飛
行
▽
装
備
品
展
示
▽

航
空
学
生
ド
リ
ル
演
技
▽
音
楽

隊
演
奏
▽
和
太
鼓
演
奏
▽
ジ
ー

プ
試
乗
▽
模
擬
店

※

な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

航
空
自
衛
隊
春
日
基

地
広
報
班

1(

581)

４
０
３
１

入
場
は
無
料
で
、
だ
れ
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

日
時

10
月
26
日
G

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場

都
久
志

つ

く

し

会
館
ホ
ー
ル(

福
岡
市

中
央
区
天
神
４
―
８
―
10)

テ
ー
マ
・
講
師

▽
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
法
律
が
変
わ
る
」

山
神

や
ま
が
み

知
裕

と
も
ひ
ろ

さ
ん(

ひ
び
き
法
律
事
務

所
弁
護
士)

▽
「
管
理
規
約
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
」

杉
本

す
ぎ
も
と

典
夫

の

り

お

さ
ん(

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

士)

定
員

５
０
０
人(

申
込
先
着
順)

※

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ

エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー

法
人
福
岡
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
連
合
会

1(

752)

１
５
５
５

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
募
集

み
つ
ば
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ�

第
３
回

ふ
く
お
か
子
ど
も
す
く
す
く
フ
ェ
ス
タ

イ
ベ
ン
ト�

今
月
は
11
月
２
日

温
水
プ
ー
ル
無
料
開
放

第
19
回
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

「
お
や
？
で
き
て
ま
す
か
、親
」

子
育
て
支
援
フ
ォ
―
ラ
ム

航
空
自
衛
隊

基
地
開
庁
記
念
行
事

マ
ン
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

マ
ン
シ
ョ
ン
の
法
律
が
変
わ
る

講
　
演�



お
知
ら
せ

11

日
本
人
の
食
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
”
み
そ
“
を
無
添
加
で
手
作

り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

11
月
６
日
D

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―

１
２
０)

募
集
人
数

25
人(

申
込
先
着
順)

持
っ
て
く
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾き
ん

、
み
そ
を
詰
め
る
容
器

参
加
費

１
㎏
あ
た
り
４
５
０
円(

一

人
３
㎏
ま
で
）

申
込
方
法

10
月
15
日
C
〜
23
日
D
に

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

福
岡
都
市
圏
の
20
大
学
と
福
岡
市
が

連
携
し
、
文
化
、
福
祉
、
環
境
、
教
育

な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
開
講
座
を
行

い
ま
す
。
講
座
は
11
コ
ー
ス
全
38
講
座

で
、
11
月
13
日
D
か
ら
28
日
E
の
間
に

福
岡
市
内
の
施
設
で
開
か
れ
ま
す
。

だ
れ
で
も
受
講
で
き
、
託
児
も
あ
り

ま
す
の
で
、気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
社
会
教
育
課
に
あ
る
募
集

要
項
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

10
月
23
日
D(

必
着)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
市
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
内
公
開
講

座
事
務
局

1(
711)

４
６
５
４

5(
733)
５
５
３
８

勤
務
内
容

郵
便
物
の
仕
分
け
や
配
達

採
用
期
間

12
月
15
日
A
〜
平
成
15
年

１
月
９
日
E(

予
定)

募
集
人
員

約
４
０
０
人

申
込
期
限

10
月
31
日
E

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

博
多
南
郵
便

局
総
務
課

1(

581)

０
１
５
１

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
と
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法

律
相
談
で
す
。

日
時

10
月
24
日
E
・
11
月
14
日
E

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
１
階
相

談
室(

筑
紫
野
市
二
日
市
中
央

５
―
14
―
７)

定
員

５
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

10
月
21
日
F
の
午
前
８
時

30
分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局

筑
紫
支
局

1(

922)

２
８
８
１

※

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
で
は
、
人

権
擁
護
委
員(

毎
週
水
・
金
曜
日)

や

法
務
局
職
員(
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
毎
日)

に
よ
る
人
権
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

不
登
校
や
引
き
こ
も
り(

成
人
を
含

む)

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
、
再
登

校
や
社
会
参
加
に
向
け
た
支
援
を
行
う

窓
口
で
す
。

日
時

毎
週
月
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

大
野
城
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階
相
談
室(

大
野
城
市
曙

あ
け
ぼ
の

町

２
―
３
―
２)

申
込
方
法

事
前
に(

毎
日
午
前
９
時

か
ら
午
後
９
時
ま
で)

電
話
で

予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ

エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー

法
人

福
岡
青
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
南

福
岡
事
務
局

7
０
１
２
０(

870)

９
９
６

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

t

く
ぼ
。
20

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

の
ん
ち
ゃ
ん
Q

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

円

t

季
白
老
虎

ペ
ン
ネ
ー
ム

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

紅
秋

ペ
ン
ネ
ー
ム

マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

10
月
１
日
C
〜
31
日
E
は
買
い
物

袋
持
参
運
動
強
化
月
間
で
す
。

レ
ジ
袋
や
紙
袋
な
ど
は
大
変
便
利

な
も
の
で
す
が
、
使
い
終
わ
れ
ば
ゴ

ミ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
こ
れ
ま
で
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

▽
買
い
物
袋
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
な

ど
を
も
ら
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

▽
商
品
の
包
装
も
な
る
べ
く
辞
退

し
、
簡
易
包
装
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
簡
易
包
装
の
商
品
、
詰
め
替
え
用

商
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

(

環
境
対
策
課)

講
　
座�

み
そ
づ
く
り
教
室
参
加
者
募
集

福
岡
都
市
圏
20
大
学
連
携

公
開
講
座
受
講
者
募
集

年
末
年
始
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

博
多
南
郵
便
局

募
　
集�

相
　
談�

引
き
こ
も
り
相
談
室

無
料
法
律
相
談

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

見
直
そ
う�

ゴ
ミ
の
出
し
か
た�

見
直
そ
う

見
直
そ
う�

ゴ
ミ
の
出
し
か
た

ゴ
ミ
の
出
し
か
た�

見
直
そ
う�

ゴ
ミ
の
出
し
か
た�

〈14〉�〈14〉�〈14〉�



講
師

古
賀

こ

が

克
明

か
つ
あ
き

さ
ん(

福
岡
赤
十
字

病
院
部
長)

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

市
は
、
み
な
さ
ん
に
楽
し
く
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
続
け
て
も
ら
う
た
め
に
、「
歩

こ
う
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ッ
プ
に
は
、
す
ご
ろ
く
の
よ

う
に
75
個
の
マ
ス
目
が
あ
り
、
30
分
歩

く
ご
と
に
一
つ
ず
つ
塗
り
つ
ぶ
し
て
、

ゴ
ー
ル
を
目
指
す
も
の
で
す
。

ゴ
ー
ル
に
達
成
し
た
マ
ッ
プ
を
市
に

提
出
す
る
と
認
定
証
と
記
念
品
が
も
ら

え
ま
す
。

こ
の
「
歩
こ
う
マ
ッ
プ
」
は
、
各
公

民
館
に
置
い
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も

「
歩
こ
う
マ
ッ
プ
」
を
活
用
し
て
楽
し

く
運
動
を
続
け
ま
せ
ん
か
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
な
ど

を
対
象
と
し
た
教
室
で
す
。
参
加
は
無

料
で
す
。

日
時

10
月
26
日
G

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所

か
す
が
の
郷さ

と

交
流
ス
ペ
ー
ス

(

塚
原
台
３
―
１
２
９)

講
師

大
内
田

お
お
う
ち
だ

智
子

と

も

こ

さ
ん(

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
か
す
が
の
郷
介
護

福
祉
士)

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
の
郷

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

1(

595)

８
１
８
８

高
齢
者
の
口
腔
衛
生
の
必
要
性
に
つ

い
て
の
講
演
で
す
。参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

11
月
２
日
G

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

筑
紫
歯
科
医
師
会
館
（
春
日
原

北
町
１
―
３
―
６
）

演
題

「
訪
問
診
療
に
お
け
る
口
腔
ケ

ア
の
必
要
性
と
摂
食
嚥
下

せ
っ
し
ょ
く
え
ん
げ

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
〜

あ
き
ら
め
な
い
で
口
か
ら
食
べ

る
こ
と
〜
」

講
師

角
町

つ
の
ま
ち

正
勝

ま
さ
か
つ

さ
ん(

長
崎
市
歯
科

医
師
会
専
務
理
事)

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
歯
科
医
師
会

1(

572)

８
２
１
１

平
成
14
年
度
の
青
年
海
外
協
力
隊
や

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
日
系
社

会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
に
関

す
る
説
明
会
で
す
。

日
程

▽
青
年
海
外
協
力
隊
　
10
月
17
日
E

・
25
日
F
・
31
日
E
、
11
月
12
日
C

▽
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
10
月

21
日
B
・
31
日
E

▽
日
系
社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

10
月
21
日
B
・
31
日
E

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
45
分

場
所

ア
ク
ロ
ス
福
岡(

福
岡
市
中
央

区
天
神
１
―
１
―
１)

※

募
集
期
間
は
10
月
10
日
E
〜
11
月

16
日
G
で
す
。
職
種
、
応
募
資
格
、

派
遣
期
間
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

国
際
協

力
事
業
団
九
州
国
際
セ
ン
タ
ー

(

〒
805
―
８
５
０
５
北
九
州
市

八
幡
東
区
平
野

ひ

ら

の

２
―
２
―
１
）

1
０
９
３(

671)

８
３
４
９

離
乳
食
、
育
児
、
予
防
接
種
な
ど
の

相
談
に
保
健
師
、
栄
養
士
、
保
育
士
が

応
じ
ま
す
。

日
程
・
場
所

▽
10
月
29
日
C
・
日
の
出
町
コ
ミ
ュ
ニ

ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー(

日
の
出
町
２
―

61
―
12)

▽
11
月
５
日
C

・
春
日
公
園
公
民
館

(

春
日
公
園
１
―
47)

時
間

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

「
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
手
入
れ
」
に
つ

い
て
、
歯
科
衛
生
士
が
指
導
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

10
月
23
日
D

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

対
象

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
保
護
者

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
、

子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ(

持
っ
て

い
る
人
の
み)

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

乳
が
ん
の
予
防
、
早
期
発
見
の
た
め

の
検
診
法
、
治
療
に
つ
い
て
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

日
時

11
月
１
日
F

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―

１
２
０)
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2002. 10. 15 市報かすが

そ
の
他�

ご
利
用
く
だ
さ
い

す
く
す
く
育
児
相
談

歯
み
が
き
教
室

健
康
・
保
健�

い
き
い
き
健
康
セ
ミ
ナ
ー

乳
が
ん
に
つ
い
て

介
　
護�

介
護
者
教
室

介
護
方
法
に
つ
い
て

歯
科
医
師
講
演
会

秋の行政相談週間
市役所１日相談所開設

10月21日Bから27日Aまでの１

週間は、全国一斉の秋の行政相談週

間です。

皆さんは、道路交通や通信、年金、

保険など、国が行う業務に対する要

望や苦情、相談したいことなどはあ

りませんか。

行政相談とは、このような要望な

どを公平中立な立場で聴き、その解

決や改善を関係機関に働きかけてい

く窓口です。

春日市でも、この週間行事として

臨時行政相談所を開設します。気軽

にご利用ください。

日時 10月25日F

午前10時～午後３時

場所 市役所207会議室（原町３―

１―５）

相談員

u中嶋
なかしま

惠子
け い こ

行政相談委員

1(501)１０３５(5兼用)

u仲里
なかざと

昇
のぼる

行政相談委員

1(591)２７７９(5兼用)

※ この日以外でも、常時電話で相

談することができます。

10
月
は
提
出
月
で
す

歩
こ
う
マ
ッ
プ

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

募
集
説
明
会
を
行
い
ま
す
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

商
法
の
規
定
で
、
株
式
会
社
は
少
な

く
と
も
２
年
に
１
度
は
取
締
役
の
変
更

登
記
な
ど
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
平

成
14
年
10
月
１
日
時
点
で
最
後
の
登
記

か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い
る
株
式
会
社

に
つ
い
て
は
、
休
眠
会
社
（
営
業
を
廃

止
し
た
会
社)

と
み
な
さ
れ
解
散
の
登

記
が
行
わ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
株
式
会

社
で
ま
だ
営
業
を
廃
止
し
て
い
な
い
場

合
は
、
12
月
２
日
B
ま
で
に
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局
筑
紫
支

局1(

922)

２
８
８
１

福
岡
県
は
御
笠
川
水
系
河
川
整
備
計

画
を
策
定
し
ま
す
。
河
川
整
備
計
画
と

は
、
御
笠
川
の
特
性
を
把
握
し
た
上
で

治
水
や
利
水
、
環
境
な
ど
を
考
え
て
今

後
の
河
川
整
備
を
進
め
て
い
く
た
め
の

計
画
で
す
。

そ
の
整
備
計
画
案
の
説
明
と
み
な
さ

ん
の
意
見
を
聞
く
た
め
の
説
明
会
で
す
。

日
時
　
10
月
29
日
C

午
後
７
時
〜
９
時

会
場
　
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ(

大
野
城

市
曙

あ
け
ぼ
の

町
２
―
３
―
１
）

問
い
合
わ
せ
先

県
那
珂
土
木
事
務
所

建
設
課
災
害
事
業
係

1(

513)

５
７
７
０

11
月
中
に
、
平
成
14
年
全
国
物
価
統

計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
商
品
の
販
売
価
格
や

サ
ー
ビ
ス
料
金
な
ど
を
調
査
す
る
も
の

で
、
物
価
政
策
や
、
各
種
の
行
政
施
策

を
立
案
す
る
際
の
重
要
な
資
料
と
な
り

ま
す
。

調
査
対
象
は
全
国
約
14
万
の
小
売
店

舗
と
約
３
万
の
飲
食
店
や
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
で
す
。
調
査
員
が
訪
問
し
た
際
に

は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

調
査
さ
れ
た
事
項
は
統
計
以
外
の
目
的

に
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
地
域
づ
く
り
課
）

５
年
以
上
変
更
登
記
の
な
い
会
社

休
眠
会
社
整
理
を
行
い
ま
す

御
笠

み

か

さ

川が
わ

水
系
河
川
整
備
計
画

住
民
説
明
会
を
行
い
ま
す

t

荒
鞠
杣

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

お
こ
め

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

如
月
飛
鳥

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

石
け
ん

ペ
ン
ネ
ー
ム

　ハガキに縦書き、白黒で濃いめに
はっきりと描いて、表に住所、氏名、
電話番号を書いて送ってください。
ぺンネームも可｡�
　著作権の都合上、作品はオリジナ
ルのものに限ります。�
あて先　〒816―8501 春日市役
所広報担当「みてみてきいて」係�
※　掲載された人には図書券(５００
　円分)を進呈します。�

簡
単
に
で
き
て
、
し
か
も
カ
ル
シ
ウ

ム
が
手
軽
に
と
れ
る
献
立
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

材
料(

５
人
分)

ジ
ャ
ガ
イ
モ
　
２
０
０
ｇ

し
ら
す
干
し
　
８
ｇ

白
ゴ
マ
　
小
さ
じ
１

し
ょ
う
ゆ
　
小
さ
じ
１

塩
　
少
々

三
つ
葉
の
葉
（
飾
り
用
）

作
り
方

①
　
白
ゴ
マ
を
い
る
。

②

し
ら
す
干
し
は
、
熱
湯
に
さ
っ
と

通
し
塩
抜
き
す
る
。

③

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
皮
を
む
い
て
、

大
き
め
の
角
切
り
に
す
る
。

④

③
を
ゆ
で
、
火
が
通
っ
た
ら
お
湯

を
捨
て
、
さ
ら
に
少
し
火
に
か
け
て

水
分
を
飛
ば
し
て
粉
ふ
き
い
も
に
す

る
。

⑤

④
を
し
ょ
う
ゆ
、塩
で
味
付
け
し
、

①
と
②
を
加
え
て
器
に
盛
る
。

⑥
　
好
み
で
三
つ
葉
を
飾
る
。

１
人
分
熱
量

１
８
５
㌔
カ
ロ
リ
ー

(

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会)

じ
ゃ
が
じ
ゃ
こ

今
月
の
健
康
料
理

福
岡
高
速
５
号
線
の
橋
梁

り
ょ
う

架
設
工
事

に
伴
い
、
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間

平
成
15
年
２
月
20
日
ま
で
の
間

に
不
定
期
に
６
日

時
間

午
後
10
時
〜
午
前
６
時

問
い
合
わ
せ
先

三
井

み

つ

い

・
辻つ

じ

建
設
工
事

共
同
企
業
体

1(

588)
４
１
２
０

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

全
国
物
価
統
計
調
査

福
岡
市
南
区
井
尻

い

じ

り

付
近

交
通
規
制
を
行
い
ま
す



お
知
ら
せ

14

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

10
月
は
食
生
活
改
善
普
及
月
間
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
日
常
の
食
生
活
を
見
直

し
、
肥
満
を
予
防
・
解
消
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

肥
満
は
「
生
活
習
慣
病
の
問
屋
」
と

言
わ
れ
、
糖
尿
病
を
は
じ
め
、
高
血
圧
、

高
脂
血
症
、
動
脈
硬
化
、
脂
肪
肝
な
ど

の
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
大
き
な

要
因
で
す
。

ま
た
、
腰
痛
や
膝
関
節
障
害
、
睡
眠

時
無
呼
吸
症
候
群
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
の
温
床
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
食
べ
過
ぎ
に
よ
る
肥
満
を

防
ぐ
た
め
、
日
常
の
食
生
活
改
善
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
食
事
を
抜
か
な
い

朝
食
を
食
べ
る
習
慣
を
身
に
つ

け
、
１
日
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
３
回
食
よ
り

２
回
食
の
ほ
う
が
太
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
回
数
を
減
ら
す
こ
と

で
食
べ
る
食
品
数
が
減
り
、
栄
養
補

給
に
偏
り
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

○
間
食
を
し
な
い

間
食
し
な
い
で
済
む
よ
う
、
３
回

の
食
事
を
規
則
正
し
く
と
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
カ
ロ
リ
ー
が
高
く
、
甘

い
お
や
つ
も
控
え
ま
し
ょ
う
。

○
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

早
食
い
は
、
食
べ
過
ぎ
の
も
と
。

よ
く
か
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
習
慣

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
「
な
が
ら
」
食
い
を
し
な
い

「
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
」
や
「
新

聞
を
読
み
な
が
ら
」食
べ
て
い
る
と
、

い
つ
の
ま
に
か
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
す
。
食
べ
る
と
き
も
、
け
じ
め
が

必
要
で
す
。

○
就
寝
３
時
間
前
に
は
食
事
を
済
ま
せ
る

食
べ
て
す
ぐ
寝
る
の
は
、
消
化
に

も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
翌
朝
の
朝
食

に
も
影
響
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
夜
食

は
禁
物
で
す
。

○
高
カ
ロ
リ
ー
食
品
は
控
え
る

揚
げ
物
な
ど
、
脂
肪
を
多
く
含
む

高
カ
ロ
リ
ー
食
品
は
、
食
べ
る
量
や

回
数
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
網
焼
き
や
蒸
焼
き
・
し

ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
な
ど
に
し
て
、
脂
肪
分

を
落
と
す
調
理
法
を
工
夫
す
る
の
も

効
果
的
で
す
。

○
毎
日
の
運
動
を
心
が
け
る

食
生
活
の
見
直
し
だ
け
で
な
く
、

ち
ょ
っ
と
し
た
距
離
な
ら
ば
、
車
に

乗
ら
な
い
で
歩
く
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
使
わ
ず
階
段
を
上
る
な
ど
、
体
を

動
か
し
て
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
す
る
ち

ょ
っ
と
し
た
心
が
け
も
必
要
で
す
。

生
活
を
一
度
に
変
え
る
の
は
大
変
で

す
。
自
分
の
取
り
組
み
や
す
い
と
こ
ろ

か
ら
見
直
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

健
康
課
管
理
栄
養
士
　
田
中

た

な

か

智
子

と

も

こ

福
岡
県
最
低
賃
金
が
10
月
１
日
か

ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

１
時
間

６
４
３
円

※

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
日
額
の

最
低
賃
金
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
課

1(

411)

４
５
７
８

公
益
法
人
や
社
会
福
祉
法
人
、
Ｎエ

ヌ

Ｐ
Ｏ

ピ
ー
オ
ー(

民
間
非
営
利
団
体)

な
ど
が
行

い
、
平
成
15
年
度
中
に
完
了
す
る
福

祉
事
業
に
対
し
、
助
成
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

対
象
事
業

▽
高
齢
者
・
障
害
者
の
在
宅
福
祉

▽
高
齢
者
・
障
害
者
の
生
き
が
い
、

健
康
づ
く
り

▽
子
育
て
支
援

▽
青
少
年
の
非
行
防
止
や
健
全
育
成

▽
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど

申
請
期
限

10
月
31
日
E

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

助
成
限
度
額

２
０
０
万
円

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

県
社
会
福

祉
協
議
会
地
域
課

1(

584)

３
３
７
７

「
交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
納
得
い
か

な
い
」

こ
ん
な
疑
問
を
持
つ
人
の
た
め
に
、

検
察
官
が
行
っ
た
処
分
が
正
し
い
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
機
関
が
検
察
審
査
会

で
す
。

検
察
審
査
会
は
県
内
に
７
か
所
あ

り
、
福
岡
地
区
は
有
権
者
の
中
か
ら
く

じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
が
こ
の
審
査
員
に
選

ば
れ
た
と
き
に
は
、
市
民
の
代
表
と
し

て
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
検
察
審
査
会
事
務

局(

福
岡
地
方
裁
判
所
内)

1(

781)

３
１
４
１

水
城
に
関
連
す
る
遺
跡
を
歩
く
歴
史

ハ
イ
キ
ン
グ
の
日
程
が
変
わ
り
ま
し
た
。

日
程

変
更
前
　
11
月
９
日
G

変
更
後
　
11
月
16
日
G

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

目
的
地

特
別
史
跡
大
野
城
跡

定
員

70
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

1(

501)

１
１
４
４

※

10
月
１
日
号
で
掲
載
し
た
こ
の

「
歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ
」
と
「
歴
史
講

演
会
」
の
記
事
で
、
奴
国
の
丘
歴
史

資
料
館
の
電
話
番
号
が
誤
っ
て
い
ま

し
た
。
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

市
報
10
月
１
日
号
に
掲
載
し
た
老
人

ク
ラ
ブ
の
地
区
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤

春
日
原
地
区
　
若
水
会

わ
か
み
ず
か
い

←

正

春
日
地
区
　
若
水
会

2002. 10. 15 市報かすが

ご
存
じ
で
す
か

検
察
審
査
会

こ
ん
に
ち
は
管
理
栄
養
士
で
す
・
・�

食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

栄
養
相
談
を
行
い
ま
す

管
理
栄
養
士
が
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
栄
養
相
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。

日
時

10
月
31
日
E

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１

―
１
２
０)

定
員

８
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

変
わ
り
ま
し
た

福
岡
県
最
低
賃
金

助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

日
程
が
変
わ
り
ま
し
た

歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ

老
人
ク
ラ
ブ
地
区
名
の
訂
正
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私
の
小
学
校
時
代
は
、
農
繁
期
に
学

校
を
休
む
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
す
。

田
植
え
の
と
き
に
は
苗
代

な
わ
し
ろ

づ
く
り
や
苗

運
び
を
手
伝
い
ま
し
た
が
、
当
時
は
一

本
一
本
手
で
植
え
て
い
た
た
め
、
年
に

一
度
の
大
仕
事
で
し
た
▼
時
代
は
移
り
、

田
植
え
や
稲
刈
り
は
機
械
化
さ
れ
た
も

の
の
、
作
業
工
程
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

田
植
え
が
済
む
と
次
は
水
の
管
理
で
す
。

水
を
抜
い
た
り
入
れ
た
り
と
、
約
３
か

月
も
の
間
、
ほ
ぼ
毎
日
、
朝
夕
に
水
田

を
見
回
っ
て
水
の
具
合
を
確
認
し
ま
す
。

ま
た
、
４
、
５
回
は
畦あ

ぜ

の
草
刈
り
も
必

要
で
す
▼
８
月
上
旬
に
は
、
稲
に
花
が

咲
き
、
穂
に
実
が
入
る
出
穂

し
ゅ
つ
ほ

期
を
向
え

ま
す
。稲
穂
が
黄
金
色
に
色
付
き
始
め
、

９
月
中
旬
に
よ
う
や
く
刈
取
り
時
期
と

な
り
ま
す
▼
コ
ン
バ
イ
ン
で
刈
取
り
か

ら
籾も

み

の
脱
穀
ま
で
を
同
時
に
行
い
、
そ

の
籾
を
20
時
間
ほ
ど
機
械
に
か
け
て
乾

燥
さ
せ
ま
す
。
そ
の
後
、
籾
摺す

り
機
で

籾
殻
を
取
り
除
く
と
玄
米
と
な
り
、
精

米
機
で
精
米
し
て
市
販
さ
れ
て
い
る
白

米
と
な
り
ま
す
▼
今
年
は
水
不
足
を
心

配
し
ま
し
た
が
、
水
田
へ
の
影
響
は
な

く
、
例
年
以
上
の
収
穫
で
し
た
▼
お
い

し
い
米
作
り
の
秘
訣

ひ

け

つ

は
、
何
と
い
っ
て

も
10
数
年
前
か
ら
使
用
し
て
い
る
有
機

肥
料
「
牛
糞ふ

ん

」
で
す
。
こ
う
し
て
手
を

か
け
て
収
穫
し
た
新
米
を
食
べ
る
の

は
、
秋
の
大
き
な
楽
し
み
で
す
。

秋
の
楽
し
み

家庭児童相談
u毎週月～金曜日u8時30分～17時
u市役所こども未来課家庭児童相談
室u�(584)1111

小・中学生のための悩み電話相談
u毎週月･水･金曜日u8時30分～17
時uヤングテレホン�(584)1140

子ども・家庭電話相談
u年末年始を除く毎日u9時～17時
30分u県看護等研究研修センターu
�(733)8400

子どもの人権１１０番（電話相談）
u毎週土曜日u12時30分～3時30分
u天神弁護士センターu�(752)
1331

特設人権相談(月1回)
u11月5日(火)･12月3日(火)u10～
15時u市役所2階市民相談室u
�(584)1111

人権相談
u月～金曜日u8時30分～17時u福
岡法務局筑紫支局u�(922)2881

夫や恋人からの暴力、セクハラの相談
u月～金曜日u10～17時uちくし女
性ホットラインu�(513)7335

女性のための総合相談
u月曜日を除く毎日u受付9時30分～
15時30分uあすばる相談室（県クロ
ーバープラザ内）u�(584)1266

性犯罪などの電話相談
u月～金曜日u8時30分～17時15分
u福岡県警ミズ・リリーフ・ライン
�(632)7830

シルバー110番
u月曜日を除く毎日u9～16時▽県ク
ローバープラザ内u�(584)3344

痴ほう相談
u10月18日(金)･11月15日(金)u14
時～18時uかすがの郷在宅介護支援
センターu�(595)8188

福岡県障害者１１０番
u月曜日を除く毎日u9～16時▽県ク
ローバープラザ内u�(584)0039
5(584)3354

聴覚障害者のためのFAX悩み相談
u月～金曜日9～18時・土曜日9～13
時u福岡いのちの電話u5 (721)
4343

春日市消費生活相談
u毎週月・木曜日u10～15時u市役
所２階市民相談室u�(584)1111

福岡県消費生活相談
u月～金曜日u9～17時u消費生活セ
ンターu�(632)0999

クレジット・サラ金電話相談
u毎週月～金曜日u18～20時u福岡
県司法書士会u�(722)4131

心配ごと相談
u毎週水曜日u10～15時u春日市社
会福祉センター4階u�(581)7225

不安・悩み電話相談
u24時間いつでも可u福岡いのちの
電話u�(741)4343

不動産相談
u毎月第1・3木曜日u13～16時u県
民相談室(県庁内)u電話予約が必要u
�(651)1234

住宅相談
u月～金曜日u10～17時u住宅情報
プラザ福岡（県建築住宅センター内）
u�(725)0876

このコーナーの詳しいことは、各窓口に、お尋ねください。

子どもに関する相談

人権についての相談

女性のための相談

高齢者のための相談

痴ほう相談

障害者のための相談

消費生活相談

悩みの相談

土地・建物の相談

市無料法律相談(月１回)
u10月16日(水)･11月20日(水)･12月
18日(水)u受付８時50分u定員15人
(9時に抽選を行います)u市役所2階
市民相談室u�(584)1111

商工会無料法律相談
u11月6日(水)･12月4日(水)u受付13
～15時u先着6人u春日市商工会�
(581)1407

県無料法律相談
u毎週金曜日u13～16時u電話予約
が必要(先着6人)u県民相談室(県庁
内)u�(651)1234

有料法律相談
u月～金曜日10～19時u土･日･祝日
10～13時u1人30分程度で料金は
5,250円u電話予約が必要u天神弁護
士センターu�(741)3208

県交通事故相談
u月～金曜日u9～17時u県交通事故
相談所(県庁内)u�(622)0403

県巡回交通事故相談
u毎月第2火曜日u受付10～15時u
市役所２階市民相談室u�(584)1111

交通事故被害者電話相談
u月～金曜日u9時30分～16時（12
時30分～13時は休み）u交通事故被
害者サポートセンター�(741)2270

犯罪被害者の電話相談
u毎週火曜日u16～19時u天神弁護
士センターu�(738)8363

法律相談

交通事故相談

犯罪被害の相談

結



発行／春日市役所
編集／春日市役所情報政策課広報担当
印刷／（資）四ヶ所印刷
〒816-8501 福岡県春日市原町3丁目１番地5 
1092（584）1111
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

●市の人口　１０７，８３２人�
　男５３，０８１人　女５４，７５１人�
●世帯数　　４１，６２４世帯�（9月15日現在）�

URL

新聞にも取り上げられたピンクのキリギリスが、９月13
日、春日南小学校でも見つかりました。
見つけたのは、３年３組の永田

な が た

貴宏
たかひろ

くん。校内の学級庭園
での授業中に偶然発見しました。
｢見つけたとき、まさかと思った｣と話す永田くんは、そん

な珍しい昆虫がこんな身近なところにもいたという驚きと感
激で興奮冷めやらぬ様子。
クラス全員が、手にとって眺めたりなでたりと、まるで宝

物でも見つけたような騒ぎでした。
新聞によると、本来、緑や茶褐色になるところが、仲間が

少ないことが原因でこうなったとか。
環境の変化なのかしらとちょっと不安もよぎりますが、と

もあれ、子どもたちにとっては一生忘れられない出来事だっ
たようです。

（広報レポーター　浦
うら

晃榮
あ き え

）
△ピンクのキリギリスを手に、皆大はしゃぎ

市教育委員会による｢青少年健全育成市民のつ
どい｣が、９月21日、ふれあい文化センターで
開かれ、春日北小学校校長の今村

いまむら

隆信
たかのぶ

さんが、
｢子どもを地域で育てる｣と題して講演しました。
今村さんは、｢これまで、子どもたちは地域行

事のお客様でした。これからは主役として自分
で考え、自ら行動する機会を作ってあげましょ
う。そのためには、やはり育成会だけではなく、
自治会や老人クラブなど、いろいろな地域団体
の協力と連携(ネットワーク)が不可欠です｣と呼
びかけました。
集まった約200人の市民は、おだやかな口調

ながら、これからの子育てを力強く提案する今
村さんの話に熱心に聞き入っていました。

平成11年から地区住民によるまちづくりを積極的に進めてきた桜ヶ丘
地区の｢桜ヶ丘まちづくり委員会｣が、９月14日、春日北中学校で｢ホッと
タウンふれあい広場｣を行い、地域住民など約130人が参加しました。
この日は、みんなで楽しみながらまちづくりしていこうと、地域住民

に加えて中学生も参加。同中学校吹奏楽部の演奏や、｢桜ヶ丘の名前の由
来｣や｢春日北中が建つ前｣など地域に関する問題が出題されたクイズ大会
もあり、和気あいあいと意見を交換し合いました。
この委員会の会長を務める自治会長の百田

も も た

幸之助
こ う の す け

さんは｢これからのま
ちづくりには、地域と学校の連携がますます重要です。そのためにも、
今回のように、大人と子どもが楽しく交流できる場が必要でしょう。そ
して、住みよいまちを後の世代に残していきたいですね｣と今後のまちづ
くりに胸をふくらませていました。

△難問にてこずったクイズ大会の様子

△講演する春日北中学校校長の今村隆信さん




